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種類 実施者 方法 ツール 内容
教師評価 授業担当教師 観察 ルーブリック 評価項目別達成度（5段階）自由記述（達成度・改善点）
ピア評価 ジャッジ役の学生 観察 採点表 評価項目別採点（5点満点）自由記述（達成度・改善点）



































































































































種類 評価の判断基準 特徴 役割
教師評価 教師作成のルーブリックに基づいた評価
包括的かつ分析的に学生のパフォー
マンスを詳細に診断している
パフォーマンスの問題点を適切に診
断し、改善策を提案する「指導者」
ピア評価 教師作成の採点表に基づいた評価
自身のパフォーマンスとの比較や、
特に着目した点に焦点を当てる
パフォーマンスの達成に向けて同じ
学生の視点で一緒に歩む「仲間」
自己評価 学生の内省に基づいた評価 過去のパフォーマンスとの比較や、自身の設定目標と比較している
パフォーマンスの向上や達成に向け
て、自身を支える「もう一人の自分」
